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残 暑 

No.1 19 号 

残暑きびしい折柄と書きたいが、ことしの夏は例年になく涼しく、長期天気予報 

では残暑は短かく、冬の訪づれは早くなりそうです。 

上野の渓谷でソーメン流しが大はやり、長い竹のといを伝って流れてくる、ソー 

メンを拾い上げ、スメをつけて食べる。 

このソーメン流しは、野趣に富んだシャレた食べ方として野外調理の決定版と言 

えましょう。いま上野峡は、残暑をさけてやってくるマイカー族でにぎわってい 

ます。 

〔家族づれで賞味するソーメン流し〕 

町 の 人 口 

(8月1日現在） 

総人口 

男子 

女子 

世帯数 

9, 029人 

4, 243人 

4, 786人 

2, 653世帯 

地

す

べ

り

で

四

戸

倒

壊

 

十

九

世

帯

が

避

難

 
〔伏原地区〕 

伏
原
地
区
の
地
す
べ
り
災
害
発
 

伏
原
地
区
の
地
す
べ
り
は
去
る
 

生
か
ら
は
や
く
も
ー
カ
月
が
過
ぎ
 

八
月
七
日
午
後
十
二
時
四
十
分
頃
 

ま
し
た
。
 

配
水
池
の
山
が
地
す
べ
り
を
起
し
 

町
で
は
い
ま
原
因
究
明
と
復
旧
 

民
家
二
戸
県
営
住
宅
二
戸
倒
壊
七
 

に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
 

戸
が
半
壊
し
二
十
一
世
帯
が
避
難
 

（
ひ
な
ん
）
し
ま
し
た
。
 

幸
に
し
て
昼
間
の
出
来
事
で
人
 

命
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
 

た。 七
月
二
十
二
日
の
集
中
豪
雨
に
 

よ
つ
て
、
民
家
や
配
水
池
に
亀
裂
 

（
き
れ
っ
）
が
入
り
、
町
で
は
災
 

害
対
策
本
部
を
役
場
に
設
け
、
現
 

地
に
大
栄
地
建
の
調
査
団
や
、
警
 

備
員
を
派
遣
し
て
防
災
に
あ
た
る
 

と
と
も
に
調
査
に
の
り
出
し
ま
し
 

た。 八
月
七
日
午
前
九
時
頃
町
議
会
 

委
員
会
の
調
査
団
が
現
地
を
視
察
 

し
て
帰
っ
た
矢
先
、
地
す
べ
り
前
 

ぶ
れ
の
予
報
が
入
り
、
対
策
本
部
 

で
は
地
区
住
民
に
避
難
の
勧
告
を
 

し
本
部
員
が
出
動
し
ま
し
た
。
 

午
後
十
二
時
三
＋
分
頃
現
地
の
 

亀
裂
の
広
が
り
は
烈
し
く
一
秒
間
 

に
ー
ミ
リ
の
速
さ
で
広
が
り
、
亀
 

裂
の
底
の
音
は
（
ゴ
ロ
ゴ
ロ
）
と
 

音
を
た
て
周
囲
は
野
焼
す
る
時
竹
 

が
燃
え
る
時
の
よ
う
な
「
バ
リ
バ
 

リ
」
音
を
た
て
な
が
ら
山
を
約
百
 

八
十
米
に
わ
た
っ
て
従
断
す
る
よ
 

う
に
亀
裂
が
入
り
ま
し
た
。
 

伏
原
周
辺
の
民
家
に
給
水
し
て
 

い
る
配
水
池
も
浮
上
す
る
よ
う
な
 

状
態
で
約
十
五
米
地
す
べ
り
を
起
 

こ
し
破
壊
さ
れ
給
水
不
能
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

民
家
の
方
は
藤
田
勘
次
さ
ん
方
 

の
床
下
や
周
囲
に
深
さ
一
米
三
十
 

、
の
亀
裂
を
生
じ
入
居
不
能
と
な
 

り
ま
し
た
。
又
今
吉
義
男
さ
ん
や
 

河
野
友
雄
さ
ん
、
野
ロ
ト
シ
子
さ
 

ん
宅
は
土
砂
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぶ
 

さ
れ
、
家
財
道
具
を
出
す
ひ
ま
も
 

な
く
避
難
し
ま
し
た
。
 

町
で
は
こ
れ
ら
の
対
策
を
講
じ
 

る
た
め
県
や
各
関
係
機
関
に
陳
情
 

し
調
査
団
を
現
地
に
派
遣
、
原
因
 

は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
 

せ
ん
が
、
精
密
調
査
（
ボ
ー
リ
ン
 

グ
に
よ
る
土
質
調
査
）
を
行
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

根
本
的
な
地
す
べ
り
崩
壊
を
 

防
ぐ
た
め
対
策
本
部
で
は
万
一
に
 

備
え
て
伏
原
地
区
住
民
や
本
部
員
 

が
夜
を
撤
し
て
警
備
に
あ
た
っ
て
 

い
ま
す
。
 

被
災
者
は
次
の
と
お
り
 

（
敬
称
略
）
 

【
全
壊
】
 

野
ロ
ト
シ
子
、
河
野
 

友
雄
、
以
上
県
営
住
宅
関
係
 

藤
田
勘
次
、
今
吉
義
男
、
以
上
個
 

人
住
宅
 

【
避
難
者
】
 

カ
ツ
コ
内
は
住
所
 

藤
田
勘
次
、
今
吉
義
男
、
長
野
恵
 

乾
巌
、
竹
下
孝
、
神
田
勝
成
、
鳥
 

羽
一
男
、
水
永
幹
男
、
池
野
正
勝
 

（
伏
原
）
 

河
野
敏
、
中
園
清
孝
、
山
口
純
、
 

福
岡
ヒ
デ
ノ
、
下
村
信
義
、
花
元
 

一
利
、
清
水
輝
雄
、
篠
原
サ
ョ
子
 

大
井
清
人
、
瓜
生
田
寿
、
河
野
友
 

雄
、
野
ロ
ト
シ
子
（
県
営
住
宅
）
 

防
 

災
 

防
災
は
細
心
の
注
意
が
大
切
で
 

す
。
家
を
建
築
す
る
時
は
、
環
境
 

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
事
は
、
立
 

地
条
件
を
調
査
し
て
、
建
築
す
る
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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『
 

け
 

い
 

==(3) 力、 あ
 

報
 

広
 

撃
 
肩
 

伏原 地区

‘

、

 

影
誘
徽
 

自
衛
隊
が
出
動
 

飯
塚
駐
屯
地
、
 
一
〇
八
施
設
大
 

隊
が
町
の
要
請
に
よ
っ
て
、
八
月
 

二
十
四
日
か
ら
応
急
防
災
工
事
を
 

す
る
た
め
、
二
十
三
日
現
場
に
駐
 

留
し
、
作
業
が
始
め
ら
れ
ま
し
 

た。 隊
員
は
三
十
名
で
、
作
業
は
朝
 

八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
毎
日
 

機
敏
な
動
作
で
進
め
ら
れ
、
ブ
ル
 

ド
ー
ザ
が
う
な
り
、
作
業
も
計
画
 

, 

ど
お
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
工
事
は
、
再
度
地
す
べ
り
 

が
生
じ
て
も
、
被
害
を
最
少
減
に
 

く
い
と
め
る
た
め
行
な
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

工
事
は
、
九
月
十
日
で
完
了
し
 

ま
す
。
 

見
取
図
の
×
印
が
災
害
現
場
 

点
線
の
部
分
が
バ
イ
パ
ス
道
路
に
 

取
付
る
先
達
免
ー
伏
原
線
 

新
し
い
理
想
郷
の
建
設
は
 

皆

ん

な

の

ア

イ

デ

ア

か

ら

 

老
人
対
策
や
同
和
教
育
の
推
進
を
積
極
的
に
 

か
ね
て
か
ら
町
広
報
で
赤
池
町
の
将
来
は
町
民
み
ん
な
で
考
 

え
る
べ
く
、
ア
イ
デ
ァ
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
 

寄
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ま
で
の
町
づ
く
り
は
行
政
の
一
方
通
行
で
し
た
が
、
過
 

疎
（
か
そ
）
か
ら
脱
皮
す
る
に
は
、
 
「
三
人
寄
れ
ば
文
珠
の
知
 

恵
」
の
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
の
ご
と
く
皆
ん
な
で
考
え
る
町
の
総
 

合
計
画
を
う
ち
出
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
意
見
が
寄
せ
ら
 

れ
ま
せ
ん
。
 

八
月
号
で
、
大
村
さ
ん
の
ア
イ
デ
ァ
を
掲
載
し
ま
し
た
が
九
 

月
号
は
地
田
半
次
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

赤
池
町
総
合
計
画
の
意
見
に
つ
 

い
て
町
民
か
ら
の
寄
稿
が
な
い
事
 

を
広
報
あ
か
い
け
で
知
り
、
わ
た
 

し
は
残
念
な
事
と
思
い
ま
す
。
 

赤
池
町
を
住
み
よ
く
、
明
る
い
 

町
に
す
る
に
は
、
町
民
一
人
一
人
 

が
考
え
て
、
町
の
政
治
に
反
映
さ
 

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

本
町
の
住
民
の
日
常
生
活
を
、
 

ふ
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
大
半
の
 

住
民
が
朝
早
く
か
ら
町
を
離
れ
、
 

北
九
州
方
面
に
通
勤
労
働
者
と
し
 

小竹一赤池パィバス 〕 

て
働
い
て
い
ま
す
。
 

夜
遅
く
帰
宅
す
る
こ
の
よ
う
な
 

生
活
は
、
ま
る
で
家
庭
が
寝
ぐ
ら
 

で
、
動
務
地
が
す
べ
て
の
生
活
の
 

基
盤
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
 

れ
ま
す
。
 

こ
の
現
象
は
、
男
の
仕
事
が
な
 

い
事
や
、
町
で
生
活
を
支
え
る
事
 

が
で
き
な
い
為
め
、
県
外
流
出
人
 

口
減
の
原
因
に
つ
な
が
る
と
思
わ
 

れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
、
町
外
、
県
外
流
 

出
を
防
止
す
る
為
め
、
本
町
に
男
 

子
本
位
の
中
核
企
業
や
公
団
住
宅
 

な
ど
を
誘
致
し
て
離
町
を
く
い
と
 

め
、
人
口
増
な
ど
を
図
る
策
を
講
 

じ
る
。
 

避

難

す

る

住

民

 

本
部
員
や
消
防
団
員
が
出
動
し
 

て
家
財
道
具
を
運
び
出
し
被
災
者
 

二
十
一
世
帯
が
無
事
に
避
難
し
ま
 

し
た
。
 

'
 

倒

壊

寸

前

の

元

配

水

池

 

元
の
配
水
池
の
下
が
約
七
米
え
 

ぐ
ら
れ
（
白
い
点
線
）
下
の
県
営
 

住
宅
が
危
険
状
態
に
な
り
、
そ
の
 

う
ち
四
世
帯
が
避
難
し
た
。
 

新
橋
架
設
に
よ
る
 

不

便

を

解

消

 

「上 

野」 

鋤
木
田
、
大
浦
、
薬
王
寺
の
三
 

地
区
の
住
民
は
、
長
雨
が
降
る
と
 

倉
本
橋
が
水
に
つ
か
る
そ
の
た
め
 

住
民
は
三
キ
ロ
先
の
旧
赤
池
橋
へ
 

迂
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
不
便
な
点
を
解
消
す
る
た
 

め
倉
本
橋
を
か
け
か
え
る
か
、
旧
 

赤
池
橋
を
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
 

に
早
急
に
新
橋
架
設
を
考
慮
実
現
 

し
て
欲
し
い
。
 

市
津
バ
ス
停
 

附
近
に
横
断
歩
道
を
 

毎
年
交
通
事
故
が
増
加
の
一
途
 

を
た
ど
る
事
は
誠
に
残
念
な
事
で
 

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
 

ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
要
望
を
し
 

た
い
。
 

〇
市
津
バ
ス
停
附
近
に
横
断
歩
道
 

を
設
け
る
こ
と
。
 

〇
町
内
の
狭
い
道
路
即
ち
、
大
和
 

本
町
、
稲
荷
、
昭
和
町
の
道
路
上
 

で
長
時
間
駐
車
し
な
い
こ
と
。
 

高
令
者
に
安
心
し
て
 

働
け
る
職
場
を
 

失
業
対
策
就
労
事
業
は
、
五
カ
 

年
の
間
に
段
階
的
に
皆
無
に
す
る
 

と
言
う
方
針
を
政
府
は
打
ち
出
し
 

測

定

す

る

係

員

 

地
す
べ
り
を
起
す
前
、
亀
裂
の
 

速
さ
は
、
 

一
秒
に
ー
ミ
リ
、
約
百
 

八
十
米
に
わ
た
っ
て
亀
裂
を
生
じ
 

係
員
も
避
難
を
は
じ
め
る
。
 

民
 
家
 
埋
 
る
 

地
す
べ
り
に
よ
っ
て
民
家
二
戸
 

と
県
営
住
宅
、
二
戸
が
土
砂
に
埋
 

った。 

附
近
の
民
家
や
県
営
住
宅
は
今
な
 

お
角
険
状
態
に
あ
る
。
 

ー

ノ

 

て
い
る
。
 

本
町
に
は
こ
の
職
に
従
事
す
る
人
 

は
約
三
百
人
位
就
労
し
て
い
ま
 

す。 殊
に
働
い
て
い
る
人
の
平
均
年
 

令
は
五
十
八
才
以
上
が
大
半
を
占
 

め
て
い
ま
す
。
 

町
当
局
は
、
こ
れ
ら
高
令
者
の
 

生
活
の
安
定
を
充
分
考
慮
し
て
ほ
 

し
い
。
 

又
医
療
費
問
題
は
、
県
は
八
十
 

才
以
上
を
無
料
で
提
唱
し
て
い
ま
 

す
が
、
年
令
を
下
げ
て
七
十
才
、
 

あ
る
い
は
六
十
五
才
に
す
る
温
い
 

思
い
や
り
の
あ
る
行
政
を
実
施
し
 

地

す

べ

り

を

起

す

瞬

間

 

十
二
時
四
十
分
頃
、
山
全
体
に
 

亀
裂
が
入
り
予
想
も
し
な
い
大
き
 

な
岩
石
が
隆
起
し
て
く
ず
れ
落
ち
 

る
瞬
間
。
 

配

ノ

求

池

を

破

か

い

 

伏
原
地
区
住
民
に
給
水
し
て
い
 

た
配
水
池
が
約
十
五
米
元
の
位
置
 

（
写
真
の
ポ
ー
ル
）
か
ら
浮
き
上
る
 

よ
う
に
す
べ
り
、
不
能
に
な
る
。
 

自
衛
隊
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
う
な
る
 

陸
上
自
衛
隊
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
 

三
台
と
、
ポ
ー
ク
レ
ン
な
ど
の
機
 

械
で
山
を
け
づ
る
防
災
応
急
工
事
 

が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
工
事
は
、
 

ノ」 
で
欲
し
い
。
 

同

和

教

育

を

積

極

的

に

 

取

組

む

姿

勢

を

 

同
和
対
策
特
別
措
置
（
そ
ち
）
 

法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
承
知
の
通
 

り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
法
は
、
 

前
期
五
年
、
後
期
五
4

に
分
け
て
 

十
カ
年
間
で
対
策
を
講
じ
よ
う
と
 

す
る
も
の
で
す
。
 

明
治
五
年
以
来
の
差
別
さ
れ
た
 

遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
長
年
 

に
亘
る
闘
い
の
成
果
が
よ
う
や
く
 

表
面
上
は
法
と
し
て
実
施
を
見
る
 

事
が
出
来
た
訳
で
す
。
 

山
の
土
砂
を
「
五
千
リ
ュ
ー
べ
」
 

土
を
取
り
除
く
作
業
で
、
土
の
量
 

は
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
で
は
、
千
六
 

百
台
分
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
は
同
和
教
育
予
募
を
本
 

年
度
は
大
巾
に
計
上
し
て
い
ま
す
 

が
、
長
い
間
冷
い
取
扱
い
を
さ
れ
 

放
置
さ
れ
て
来
た
同
和
地
区
に
他
 

地
区
以
上
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
 

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

同
和
地
区
は
貧
困
者
が
多
い
た
 

め
、
教
育
、
住
宅
、
道
路
、
環
境
 

衛
生
、
農
業
機
械
の
不
整
備
等
、
 

山
積
さ
れ
た
問
題
を
こ
の
十
年
間
 

に
完
全
復
帰
さ
せ
る
た
め
、
町
当
 

局
並
び
に
同
盟
の
指
導
者
と
共
に
 

全
力
を
傾
け
て
頂
く
よ
う
要
望
致
 

し
ま
す
。
 

ミ

玉

ミ

？

x
？

ミ
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《

ミ
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§
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、

ミ
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ミ
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警
 
察
 
官
 
の
 
募
 
集
 

福

岡

 県
 
で
 
は
 
警

察

官

を

 

約

一

一

百

名

募

集

 し
 
ま
す
 

一
、
受
験
資
格
 

△
警
察
官
A

、
学
校
教
育
法
に
 

規
定
す
る
大
学
（
短
大
を
除
 

く
）
の
卒
業
者
ま
た
は
昭
和
四
 

十
七
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
 

み
の
者
 

△
警
察
官
B
、
右
欄
以
外
の
者
 

た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
 

い
者
お
よ
び
地
方
公
務
員
法
第
 

十
六
条
に
該
当
す
る
者
は
受
験
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
 

和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

れ
た
男
子
 

ニ
、
試
験
の
期
日
 

〇
一
次
試
験
十
月
十
日
 

〇
二
次
試
験
十
一
月
中
旬
 

三
、
受
験
手
続
 

〇
受
付
期
間
 
九
月
一
日
か
ら
 

九
月
三
十
日
ま
で
、
郵
送
に
よ
 

る
申
込
み
は
、
九
月
二
十
八
日
 

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
 

り
有
効
と
し
ま
す
。
 

〇
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
さ
 

れ
る
場
合
は
、
二
十
円
切
手
を
 

は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
 

封
筒
を
同
封
の
う
え
、
封
筒
の
 

表
に
「
警
察
官
採
用
試
験
受
験
 

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

四
、
申
込
み
先
 

福
岡
市
天
神
一
丁
目
一
番
一
号
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
 

係。 
く
わ
し
い
事
は
福
岡
県
警
察
本
 

部
警
務
課
試
験
係
へ
、
 

福
岡
市
天
神
一
丁
目
一
番
一
号
 

ユT
八
一
〇
）
 

電
話
 

七
四
ー
ニ
二
三
一
番
 

x 

緒
溺
忽
 



4) ＋
ノ
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

助
産
費
一
万
円
に
 

引
 
上
 
げ
 
ノ
 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
 

お
産
し
た
時
に
は
一
万
円
が
支
給
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
今
年
の
九
月
一
日
以
降
の
 

出
産
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
 

で
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
産
 

に
は
、
従
来
ど
お
り
．
二
千
円
が
 

支
払
わ
れ
ま
す
。
 

国
は
乳
幼
児
と
母
体
の
健
康
増
 

進
を
は
か
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
 

な
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
。
そ
の
 

ー
つ
に
す
べ
て
の
母
親
が
費
用
負
 

担
な
し
の
安
心
し
た
分
娩
が
出
来
 

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
 

ら
引
上
げ
が
決
ま
っ
た
も
の
で
 

す。 同
時
に
葬
祭
費
も
二
千
円
か
ら
 

五
千
円
に
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
 

の
で
、
戸
籍
係
に
届
出
を
し
た
際
 

に
印
鑑
と
保
険
証
を
持
っ
て
国
民
 

健
康
保
険
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
 

い。 
家
庭
に
い
る
看
護
婦
の
 

実
 

態
 

調
 

査
 

福
岡
県
で
は
、
看
護
婦
不
足
対
 

策
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
に
い
る
 

未
就
業
看
護
婦
を
調
べ
る
と
と
も
 

に
、
こ
れ
ら
看
護
婦
の
就
職
を
容
 

易
に
す
る
た
め
講
習
会
等
を
行
な
 

い
再
就
職
の
促
進
を
は
か
る
こ
と
 

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

看
護
婦
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
 

未
就
業
の
方
は
も
れ
な
く
所
轄
の
 

保
健
所
へ
お
届
け
下
さ
い
。
 

な
お
，
昨
年
の
受
講
者
は
、
各
 

医
療
機
関
に
多
数
看
護
婦
と
し
て
 

再
就
職
さ
れ
た
こ
と
を
参
考
ま
で
 

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

一
、
届
出
期
間
 
昭
和
四
十
六
年
 

八
月
二
十
日
か
ら
九
月
二
十
日
 

ま
で
。
 

二
、
届
出
先
 
田
川
保
健
所
 

三
、
潜
在
看
護
婦
 

講
習
会
は
五
日
間
と
し
、
十
月
 

下
旬
頃
実
施
予
定
、
講
習
会
場
 

は
福
岡
市
、
北
九
州
市
、
田
川
 

市
、
久
苗
米
市
の
四
カ
所
の
予
 

定
で
す
。
 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
伊
藤
ヤ
ス
ェ
殿
 

亡
夫
厚
殿
（
下
町
）
香
典
返
し
 

と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
渡
部
ヤ
ス
子
殿
 

亡
夫
照
夫
殿
（
西
寿
町
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
中
田
新
殿
 

亡
儀
母
テ
ル
殿
（
貴
船
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

飲
ん
で
乗
る
あ
な
た
は
天
国
 

家
 
族
 

九
月
二
十
七
日
か
ら
＋
月
六
日
 

ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
 

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
 

す。 こ
ん
ど
の
運
動
の
重
点
目
標
は
 

「
歩
行
者
，
と
く
に
こ
ど
も
と
老
 

人
の
事
故
防
止
と
、
飲
酒
運
転
の
 

絶
滅
を
は
か
る
」
こ
と
を
目
的
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

m
家
庭
に
対
し
て
 

▽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
 

る
者
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い
の
 

が
ェ
チ
ケ
ッ
ト
で
、
事
故
防
止
 

上
最
善
の
方
法
で
あ
る
。
 

家
庭
で
は
主
婦
が
中
心
と
な
っ
 

て
こ
の
習
慣
を
守
る
よ
う
に
つ
 

と
め
る
。
 

は
 
地
 
獄
 

②
地
域
、
職
場
に
対
し
て
 

▽
冠
婚
葬
祭
や
各
種
会
合
に
お
 

い
て
は
、
自
動
車
を
運
転
す
る
 

者
に
 
「
酒
を
飲
ま
せ
な
い
運
 

動
」
を
推
進
す
る
。
 

⑧
運
転
者
に
対
し
て
 

▽
酒
の
出
る
会
合
に
は
、
車
を
 

運
転
し
て
行
か
な
い
こ
と
や
、
 

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
 

ル
を
握
ら
な
い
こ
と
を
徹
底
さ
 

せ
る
。
 

囲
酒
類
提
供
業
者
に
対
し
て
 

▽
車
を
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
 

を
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
 

る。 
県

体

へ

出

場

 

植
山
さ
ん
 

第
十
回
田
川
郡
民
体
育
大
会
が
 

川
崎
町
で
行
な
わ
れ
、
赤
池
町
か
 

ら
役
員
、
選
手
約
百
名
が
参
加
し
 

ま
し
た
。
 

選
手
は
各
種
目
に
十
分
な
技
量
 

を
搬
揮
し
善
戦
し
ま
し
た
が
、
総
 

合
で
念
願
の
上
位
入
賞
は
で
き
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
 

特
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
男
女
と
 

も
よ
く
戦
い
ま
し
た
。
尚
女
子
卓
 

球
で
は
（
植
山
な
る
み
さ
ん
）
大
 

和
町
が
個
人
一
位
で
県
大
会
の
出
 

場
権
を
握
り
ま
し
た
。
 

元
気
に
走
る
 

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
 

し
た
。
体
力
つ
く
り
に
、
多
く
の
 

参
加
を
主
催
者
は
呼
び
か
け
て
い
 

ま
す
。
と
き
は
毎
月
第
三
日
曜
日
 

で
す
。
 

写
真
は
元
気
に
か
け
る
マ
ラ
ソ
ン
 

愛
好
者
た
ち
 

豆
剣
士
わ
ざ
を
競
う
 

剣

道

大

会

 

七
月
十
二
日
町
民
夏
季
剣
道
大
 

会
が
中
学
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

女
流
剣
士
も
参
加
華
ば
な
し
い
 

試
合
が
暑
さ
を
吹
き
と
ば
し
て
行
 

な
わ
れ
金
田
中
学
方
城
中
学
か
ら
 

の
特
別
参
加
も
あ
り
盛
況
で
し
た
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

一
年
A

パ
ー
ト
 
位
 
佐
藤
 

町
民
皆
走
連
動
と
し
て
は
じ
め
 

一
年
B

パ
ー
ト
 

位
 
長
谷
川
 

た
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
去
る
七
月
 

一一年 

位
 
末
松
 

十
八
日
約
六
十
人
の
参
加
者
が
あ
 

三
年
 

位
 
宇
野
 

り
元
気
に
公
認
コ
ー
ス
を
走
り
ま
ノ
ー
ー
般
高
校
 

位
 
武
末
 

派
出
所
の
マ
ー
ク
を
 

募
 

集
 

一
、
課
題
 

派
出
所
、
駐
在
所
の
 

位
置
を
明
示
す
る
た
め
の
シ
ソ
 

ボ
ル
マ
ー
ク
。
 

（
県
民
の
警
察
 

親
し
ま
れ
る
派
出
所
を
象
徴
し
 

た
も
の
）
 

派
出
所
、
駐
在
所
は
、
外
勤
警
 

察
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
と
こ
 

ろ
で
あ
る
が
、
広
告
物
の
は
ん
 

ら
ん
、
所
在
場
所
の
不
適
当
な
 

ど
の
た
め
、
現
在
用
い
ら
れ
て
 

い
る
赤
色
灯
で
は
識
別
が
容
易
 

で
な
く
公
衆
接
遇
上
支
障
を
き
 

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
と
 

思
わ
れ
ま
す
‘
 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
改
善
 

方
策
と
し
て
、
見
と
お
し
の
よ
 

い
道
路
上
に
標
示
板
を
設
置
し
 

て
、
派
出
所
、
駐
在
所
の
所
在
 

場
所
を
明
確
に
教
示
し
よ
う
と
 

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

二
、
規
格
 
縦
四
〇
誓
横
四
〇
竺
 

の
画
用
紙
で
、
三
色
以
内
と
す
 

る。 

三
、
資
格
 
福
岡
県
民
で
性
別
、
 

年
令
を
問
い
ま
せ
ん
。
 

応
募
数
は
一
人
何
点
で
も
可
、
 

た
だ
し
未
発
表
の
も
の
に
限
り
 

ま
す
。
 

四
、
締
切
 
昭
和
四
十
大
年
九
月
 

二
十
日
ま
で
。
 

五
、
送
り
先
 
福
岡
市
天
神
一
丁
 

目
一
の
一
、
福
岡
県
警
察
本
部
 

防
犯
部
外
勤
課
 


